
◆発明概要と利点

本発明者らは、多能性幹細胞においてNeurogenin 2遺伝子（NEUROG2）を短期

間だけ強制発現させると、発現開始からわずか18日後にはほぼアストロサイトか

らなる細胞集団が得られることを見出しました。アストロサイトの誘導効率に及

ぼすNEUROG2遺伝子の発現時間の影響を示します（下図参照）。

この手法を用いて健常人、アルツハイマー病患者、アレキサンダー病患者由来iPS

細胞から誘導したアストロサイトにおけるアストロサイトマーカー遺伝子（GFAP、

S100B）の転写レベルを解析しました（下図参照）。健常者由来のiPS細胞だけで

なく、神経変性及びグリア変性に起因する神経変性疾患患者由来のiPS細胞に対し

ても、NEUROG2の強制発現により、わずか12～18日でアストロサイトを分化誘

導できることが示されました。

本発明の方法によれば、従来よりも大幅に短い期間、かつ100％に近い高効率で、

多能性幹細胞から、形態的且つ機能的に成熟したアストロサイトを製造すること

ができます。得られるアストロサイトは、アストロサイトの生理的機能や病態に

おける役割を解析するためのモデル細胞や、アストロサイトの異常を伴う疾患の

治療薬（細胞製剤）として有益です。

アストロサイトの製造方法

京都大学の新技術

◆開発段階

ヒトiPS細胞で実証済み。

ライセンス契約を受けていただき 本発明の実用化を目指していただける企業様を求めます。

多能性幹細胞においてNeurogenin 2遺伝子（NEUROG2遺伝子）を短期間発現させるアスト
ロサイトの製造方法を開発しました。

◆背景

ヒトiPS細胞からアストロサイトを分化誘導する方法について、複数のグループが

報告していますが、分化誘導に4週間～数か月という長期間を要するのが一般的で、

さらに分化効率も必ずしも高いものではありませんでした。

◆適応分野

・創薬支援

（医薬探索、疾患モデル）

・再生医療

◆希望の連携形態

• 実施許諾契約

• オプション契約

※本発明は京都大学から特許

出願中です。

１健常iPSC由来神経細胞（対照）、誘導アストロサイト（２アルツハイマー
iPSC、３,４健常iPSC、５～７アレクサンダー病iPSC）

◆お問い合わせ先

京都大学産学連携担当

株式会社TLO京都

〒606-8501

京都市左京区吉田本町

京都大学国際科学イノベーション棟3F

(075)753-9150 

licensing_ku@tlo-kyoto.co.jp

NEUROG2遺伝子の強制発現時間 (hr)； クローン1， クローン2
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